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８
月
15
日
は
終
戦
記
念
日 

～

　ミュンヘンにほど近い小さな町で楽
器店を営む両親と障がいをもって生ま
れてきた妹と暮らす少年ルディ。彼の
眼を通して、ヒトラーの台頭からナチ
スの支配、第二次世界大戦、そしてド
イツの敗北までを描いた物語。
　 デ ィ デ ィ エ・ デ ニ ン ク ス 氏 は、
1950 年パリ生まれ。「記憶のための
殺人」でフランス推理小説大賞、ポー
ル・ヴァイヤン・クーチュリエ賞を受
賞。

　自国で起きた戦争や迫害、差別から
のがれるため、他国へ避難する「難民」
たち。彼らはどんな思いで日本へ来て、
どんな境遇で、どんな生活をしている
のか。外国人支援団体の主宰者が日本
にいる難民の姿を紹介する。
　織田朝日氏は、外国人支援団体「編
む夢企画」主宰。写真家。おもに東京
入国管理局を中心に面会活動、裁判、
当事者アクションをサポート。クルド
人の子どもたちの劇団「ウィンクス」
の脚本・演出を担当。

　被爆体験証言者の記憶を、1 年か
けて油絵に描いて記録する、広島の
高校のプロジェクト。今を生きる高
校生たちが、証言者と密に接するこ
とで、戦争や原爆を見つめなおして
いくさまを綿密に取材して描いたノ
ンフィクション。
　弓狩匡純氏は、1959 年兵庫県生
まれ。米テンプル大学教養学部卒業。
作家・ジャーナリスト。著書に「国
のうた」「社歌」「国際理解を深める
世界の国歌・国旗大事典」など。
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◆「戦場の秘密図書館～シリアに残された希望～」 

　　マイク・トムソン／著　小
お ぐ に

国　綾
あ や こ

子／編訳

◆「PEACE AND ME わたしの平和 ～ノーベル平和賞 12 人の生きかた～」 

　　アリ・ウィンター／文　ミカエル・エル・ファティ／絵　中
な か い

井　はるの／訳

◆「夏に降る雪」

　　あんず　ゆき／著　佐
さ と う
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◆「名もなき花たちと ～戦争混血児の家「エリザベス・サンダース・ホーム」～」 

　　小
こ で ま り

手鞠　るい／著                      

◆「ぼくたちがギュンターを殺そうとした日」 

　　ヘルマン・シュルツ／作　渡
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◆「わたしがいどんだ戦い 1940 年」
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８月の催しもの

◆催しもの 
　 カイコふれあい
　 たいけん教室
　 （各回 5 組　要予約）

　  8 月 23 日（日）
　  ・午前 11 時～
　  ・午後 1 時～
　  ・午後 3 時～

◆展示会 
　 扶桑町とカイコ展
　  8 月 16 日（日）～ 30 日（日）
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